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 北海道東部の太平洋岸では，これまでに約 400-500 年周期で巨大津波が来襲していたことが津波堆積物の調

査から調べられている（例えば，平川他，2002，Nanayama et al., 2003）．このうちの最近のイベントについては，

陸上における津波堆積物の分布から複数の地点で浸水範囲が決められ，これらの巨大津波の規模が，十勝沖地震津

波（1843 年）やチリ地震津波（1960 年）よりもはるかに大きかったことがわかってきた．繰り返し発生してきた

と考えられる巨大津波の規模や特性を詳しく調べることは，この地域の津波防災を検討する上でも重要である． 

 歴史津波の挙動を数値計算をもとに検討する際，浸水範囲はもとより，津波の波高や遡上高に関する実測デー

タも極めて重要である．ここでは，十勝支庁の太平洋岸にある生花沼近くの緩斜面に発達した泥炭地において，津

波堆積物の分布や産状を詳しく調べた．具体的には，泥炭地に建設中であった水路網の垂直断面を連続的に観察し，

さらに泥炭地を縁どる斜面において遡上痕跡を追った．トレンチ（水路）の総延長は約 1km である． 

 追跡した津波は，その上位にある火山灰から，17 世紀前半のイベントと考えた．津波は，この泥炭地には少

なくとも数 100m 内陸まで侵入した．厚く堆積した津波堆積物層中には，泥炭より下位のシルト層の断片を削剥し

ブロック状に取り込んだ痕跡がある，泥炭地が発達している谷の両側斜面では，斜面を上るにつれて津波堆積物の

層厚と粒径が徐々に減少して消滅する様子が確認できた．最大遡上高は東側斜面で約14m，西側で約12mであった．

津波堆積物の平均粒径が東斜面の方が比較的粗いこと，および，津波堆積物に含まれる礫のインブリケーションや

削り込んだブロックの分布から，津波はこの谷に南西から侵入し，東側の斜面を遡上，その後は谷に沿って引いて

行った様子が示された． 

 


